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植物はじっとして動かない。人間を含め

て動物たちに、踏みつけられ、引っこ抜か

れて、食べられる。そんな植物たちの生き

方をひたすら受け身と思うのは、しかし、

とんだ的はずれである。もの静かな植物た

ちも、人気ゲームのピクミンたちと同様、

本当は「闘う」存在だからだ。

この本は、身近な植物たちのあっと驚く

私生活を紹介する、サイエンス暴露本？で

ある。すべからく植物は、道端の小さな雑

草たちでさえ、それぞれの環境の試練を克

服し、厳しい競争を勝ち残り、より多くの

子孫を成功させるために、数々の巧妙なテ

クニックを進化させてきた。光センサーに

自動開閉システム、振動感知型発射装置、

毒の化学兵器、アリの傭兵、……。花は甘

い誘惑や騙しを駆使して実を結び、種子は

風や動物を操り時空を超えて旅に出る。ま

あ、まずは楽しく読んでいただきたい。
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主人公の植物たちに関連して、寄生、共

生、性の進化、他種との共進化など、広く

生物の相互作用や進化の仕組みについても、

最近の興味深い話題を盛り込んだ。難しい

用語や表現を避け、だれにでも読みやすく

解説したつもりである。巻末に用語解説も

つけたので、辞典代わりに活用していただ

けたらと思う。

植物たちはしたたかに、そしてけなげに

生きている。動けないからこそ、植物はさ

まざまな環境条件や競争相手や外敵と絶え

間なく闘い続け、生きるためのさまざまな

テクニックを獲得してきた。この本を読ん

で、植物たちを彼らの立場から暖かく理解

してもらえたらと願う。私たち人間の、植

物とのかかわりの歴史とその未来について

も考えていただけたら本望である。

多田 多恵子
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日ごとに太陽はその輝きを増し、木々の枝

先も淡い緑に光り出す。季節は春。暖かな陽

光を集めて、タンポポが咲いた。

幼い子どもが一番最初に覚える花。野道の

傍らはもちろん、都会のコンクリートのすき

間からも咲く親しみ深い花。それが、タンポ

ポだ。

愛らしい名である。漢字で「蒲公英」と書

くのは、漢名をそのまま使ったもの。「たん

ぽぽ」という音は日本で生まれた呼び名であ

る。その名の由来にはいくつかの説がある。

花を横から見たときの形が鼓
つづみ

（の半分）に

似ている、あるいは茎の両端を細かく裂いて

水につけると放射状に反り返って広がり鼓の

ような形になること（15ページ参照）から、

思い出の中に咲くタンポポと、

いまのタンポポは違う花?!

すみかを奪われた愛らしい花は、

エイリアンの侵略になすすべなく、

このまま人知れず消えてしまうのか？

バブル都市化の陰に勃発！

Taraxacum spp.

鼓の音でタン、ポ、ポ。昔の子どもは鼓のこ

とをこう呼んでいたらしい。古くは鼓
つづみ

草
ぐさ

の

名でも呼ばれていた。

丸い綿毛の穂をたんぽ（布に綿を丸く包ん

だもので稽古槍の先につける）に見立てて、

「たんぽ穂」。

古名の「田菜」に、ほほけた穂という意味

で、たなほほ、たんぽぽ。

語源はどうあれ、愛らしい響きは花のイメ

ージにぴったりだ。

花を摘み、綿毛を吹いて飛ばした遠い記憶。

タンポポは郷愁を誘う花でもある。だが、子

どもの頃の「タンポポ」と、いま目の前に咲

いている「タンポポ」は、もしかしたらまっ

たくの別人かも知れないのだ。懐かしい幼な

共存していたエイリアン

愛らしい名の由来は

＊本文中の太字の用語については、巻末の「エライオソーム用語解説」に詳細な説明を付しました。
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じみは、同じ笑顔を装ったエイリアンによっ

て、知らぬ間にとって替わられてしまったか

もしれないのだ。

エイリアンを見破る術
すべ

はある。両者の写真

で、花のつけねの部分（総苞
そうほう

）を見比べてみ

てほしい。左はカントウタンポポ。右がセイ

ヨウタンポポである。

日本在来種であるカントウタンポポの総苞

片（総苞の一枚一枚）は、瓦状に重なり合っ

ている。それに対して、ヨーロッパからやっ

てきたセイヨウタンポポは、総苞片がくるり

と反り返っている。

日本在来のタンポポは十数種類ある。その

うち、平地に生えて黄色い花を咲かせる種類

としては、北から順にエゾタンポポ、シナノ

タンポポ、カントウタンポポ、トウカイタン

ポポ、カンサイタンポポなどがあり、それぞ

れ花の大きさや総苞片の形などが少しずつ違

っている。このうち染色体の数が違い、繁殖

の仕組みも異なっているエゾタンポポを除

き、それ以外の種類を以後はまとめて「在来

タンポポ」と呼ぶことにしよう。

セイヨウタンポポが日本にやってきたのは

明治時代のはじめ頃。放牧している乳牛に食

べさせるために、北海道の牧場に導入したの

が始まりだという（葉や茎を切ると白い乳液

が出ることから、西洋では牛に食べさせると

乳の出がよくなると信じられていたらしい）。

セイヨウタンポポは、しだいに全国各地に見

られるようになった。

セイヨウタンポポが爆発的に増えたのは、

昭和30～40年代、いわゆる高度成長時代であ

カントウタンポポ 在来のタンポ
ポは自然度の高い場所にしか見ら
れない。これは小石川植物園での
写真。「カントウタンポポの咲く
公園」が謳い文句になるほど、都
内の自生地は減っている

セイヨウタンポポ
総苞片は反り返っている

カントウタンポポ
総苞片が重なっている

危機とチャンスと
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ミヤマタンポポ 日本のタンポポの中には、
このミヤマタンポポやクモマタンポポなど高
山性の種類もあり、いずれも低温や凍結とい
った高山特有の環境に適応した生態的特性を
持つ。立山・雄山付近の稜線にて

カンサイタンポポ 日本に自生するタンポポは、変異が大きい上に中間的
なものも多く、分類が難しいグループである。というのも、ひとつの祖先
種からいくつかの新しい種が分かれて生じる過程を「種分化」というが、
タンポポはまさに種分化の真っ最中にある植物群だからだ。在来タンポポ
のひとつ、カンサイタンポポは、カントウタンポポやエゾタンポポに比べ
て全体にほっそりとした感じで花びらの数も少ない。京都府立植物園にて

私の母の実家は東京・杉並区の荻窪だが、

近所の田んぼで秋はイナゴ捕り、春にはつく

し摘みが、家族総出の恒例行事だったという。

その頃の子どもたちが手をつないで歩いた野

道には在来タンポポが咲いていたに違いない。

平成狸合戦ならぬ、昭和タンポポ合戦。急

速に消えゆく自然とともに、身近な花であっ

た在来タンポポも、宮崎アニメのぽんぽこ狸

と同じ運命を辿ったのだ。

この交替劇は、在来タンポポとセイヨウタ

ンポポの、いったいどのような違いに起因し

ていたのだろうか。

これらのタンポポを見比べても、外見上の

明瞭な違いは総苞の形だけである。だが、生

態的な性質を比べてみると、さまざまな違い

る。野山にブルドーザーが入って林や野原が

消えると、そこはもう、埃っぽいコンクリー

トと鋼鉄とアスファルトの空間に変わってし

まう。のどかな野道も車が忙しく行き交う舗

装道路に姿を変える。在来タンポポの咲いて

いた場所はことごとく掘り返され、まったく

異質な環境に造り変えられてしまったのだ。

これが、在来タンポポにとっては消滅をもた

らし、セイヨウタンポポにとっては願っても

ない繁殖の大チャンスとなった。

漫画の『サザエさん』を見ると、昭和20年

代頃までは、通りの電柱に牛がつながれてい

たり、庭先で山羊や鶏を飼っていたりと、東

京23区内にものどかな田園情緒が残っていた

ことがわかる。そちこちに雑木林や田畑も残

り、夏にはでこぼこ道の上をオニヤンマが行

き来し、秋にはモズの高鳴きが響いていた。

交替劇の舞台裏
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セイヨウタンポポの綿毛
セイヨウタンポポのタネ
を数えてみると、およそ
150～200くらい。カ
ントウタンポポは60～
90くらいだから、2倍
以上多いことになる

アカミタンポポの綿毛 や
はりヨーロッパ原産のアカ
ミタンポポも、最近は都会
周辺で増えている。花はセ
イヨウタンポポに似て総苞
片が反り返り、実は赤茶色
（セイヨウタンポポは黄褐
色）。場所によっては、こ
ちらの方が多い

シロバナタンポポ 東京でタンポポといえば黄色のイメージだが、
場所によっては白花ばかりというところもある。シロバナタンポポは
本州関東西部以西および四国、九州に分布する。日本のタンポポの中
でも、シロバナタンポポの総苞片は少し反り返ったように外向きに開
く。エゾタンポポとともに単為生殖をすることが知られている

がある。セイヨウタンポポは、

①春だけでなく、夏から冬も開花結実し、多

数のタネをつける

②タネは在来種に比べて軽く、遠くまで飛ぶ

③タネの発芽温度域は幅広く、いつでも発芽

できる　

④成熟が早く、小さな個体でも開花する

⑤一年を通じて葉を広げ、光合成を行う

これらをまとめれば、空き地ができればた

ちまち芽生え、すぐ育ってたくさんのタネを

広く飛ばすということになる。

さらに、染色体数や生殖上でも大きな違い

があった。それは、

⑥染色体数の面で３倍体である

⑦単為生殖によってタネをつくる

ということである。

セイヨウタンポポは、３セットの染色体を

もつ「3倍体」である。在来タンポポも含め

て普通の生物は、父方と母方から１セットず

つもらうので２セット、つまり「2倍体」で

ある。それが３セットということになると、

精細胞や卵をつくろうとしても、減数分裂が

うまくできず、正常な花粉や卵（植物の場合

は胚珠という）ができない。実際、セイヨウ

タンポポの花粉を顕微鏡で見ると、大きさは

ばらばら、形もいびつ。授精能力もない。

在来タンポポをはじめ、サクラもネコもイ

ヌも人も、雌（雌しべ）がつくった卵細胞と

雄（雄しべ）がつくった精細胞が合体しては

じめて子どもができる。だが、３倍体は同じ

方法では子をつくれない。それでも何とか子

をつくるためにセイヨウタンポポが編み出し

た解決策、それが「単為生殖」（無配生殖、

無融合生殖とも呼ぶ）である。
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単為生殖とは、「雌が雄と関係することな

く単独で子をなすこと」をいう。動物でも、

昆虫のアリマキやナナフシは単為生殖を行う

ことが知られている。

セイヨウタンポポは、雌しべの体細胞が減

数分裂や受精という過程を経ず、そのまま育

って種子になるのだ。性という生物の基本路

線をまるで無視して、単独で子をつくってし

まうのである。じつにお手軽な子づくりであ

る。結婚相手の存在も必要なければ、子宝を

もたらすコウノトリ（虫）もいらない。たっ

た１人からでも、どんどん子を生んで増える

ことができるのだ。緑が乏しく、結婚相手も

虫も身近にいない都会で暮らすには願っても

ない利点である。

それだけではない。理論上も単為生殖には

大きな利点がある。増殖スピードが、性を介

する通常の生殖（有性生殖）に比べ、２倍の

速さになるのだ。

こう考えれば直感的に理解できよう。雄と

雌が交配して子をなす有性生殖では、雌は生

涯に２匹以上の子を産まないと次世代以降の

頭数を維持できないはずである。生まれてく

る子の半分は、子を産めない雄だからだ（人

間も同様だ）。ところが単為生殖をする場合

は、生まれてくる子もすべて子を産める雌な

ので、雌は１匹の子を産めば次世代以降も頭

数が維持できることになる。

つまり、数を増やすという点で見れば、単

為生殖の方が２倍、有利なのだ。生まれてく

る子の性質に違いがないならば、単為生殖を

するセイヨウタンポポは、有性生殖をする在

来タンポポなど、たちまち蹴散らしてしまう

はずなのだ。

単為生殖によってつくられた種子やそれが

育った娘植物は、完全に親と同一な遺伝子を

もつ。つまり「クローン」である。親とルッ

クスも性質も同じだから、親が成功した場所

セイヨウタンポポとカントウタンポポの雑種
と思われる個体　セイヨウタンポポと在来種
は、片や3倍体、片や2倍体なので、まず交
雑など起こるはずがないと思われてきた。と
ころが最近、両種の雑種と思われる個体が各
地で見つかっている。セイヨウタンポポにご
くまれに生じる正常な花粉がカントウタンポ
ポの雌しべに届くと、両者の雑種個体が生ま
れてくるらしいのだ。ある研究者によれば、
もしかしたら日本に入っているセイヨウタン
ポポは、ほとんどが在来種の血が混じった雑
種かも……とも。この個体の総苞片は、両者
の中間的な形態だ。東京・文京区にて
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ショウジョウバカマ ユリ科の多年草。花は早春に咲き、赤紫
で美しい。実やタネもできるが、それ以外に葉の先端に小さな
芽ができ、これが根を下ろして増える。葉先から生まれた子は
完全なクローン、つまり有性生殖とクローンの両刀づかいだ。
もしもこれが人間なら、指先がちぎれて、子どもが生まれるよ
うなもの。なんとも植物は不思議である。クローンのつくり方
は植物によってさまざま、球根の分球、むかご、地下茎、走出
枝（ストロン）などによっても、クローン個体が生まれる

せを生殖を介して自在に変え続けることによ

って、抵抗性に変異をもたせる必要があった

と考えられるのである。

こうした「病原体への対抗進化」こそが

「性」の進化を促した最大の理由であるとい

う学説（『鏡の国のアリス』の一節から「赤

の女王仮説」と呼ばれている）は、いまでは

研究者の間に広く受け入れられている。

「ここではだね、同じ場所にとどまるだけ

で、もう必死に走らなきゃならないんだよ。

そしてどっかよそに行くつもりなら、せめて

その倍の早さで走らないとね！」（『鏡の国の

アリス』ルイス・キャロル著・山形浩生訳）

赤の女王の台詞である。倍のスピードで増

殖を続ける単為生殖生物に対し、有性生殖生

物が進化という生き残りレースで互角に競い

続けるためには、どこかに倍以上のメリット

がなくてはならないのである。

ドクダミも日本のものは3倍体で、やはり

単為生殖を行うことが知られている。ただし、

3倍体の植物がすべて単為生殖を行うわけで

はない。たとえば日本ではヒガンバナやニホ

ンスイセンやシャガもすべて3倍体からなる

が、いずれも花が咲いても実を結ばない。そ

の代わり、これらの植物は球根や地下茎で栄

養繁殖を行うことによって、クローンを増や

している。

単為生殖のアキレス腱

子づくりに伴う面倒がいっさいいらない単

為生殖。しかも増殖するスピードは、有性生

殖の2倍ときている。じつに手軽で、なんだ

かいいこと尽くめのように思える単為生殖だ

が、もちろんそうは問屋が卸すはずもなく、

単為生殖にもアキレス腱はある。

すべての個体が同じ遺伝子を持つクローン

であるということは、もし病気が流行した場

合にはこぞって抵抗力を持たないということ

でもある。当然、全滅の危険性も非常に高い。

減数分裂や受精を経る「性」という仕組み

は、別の言い方をすれば、雄と雌の遺伝子を

ランダムに混ぜ合わせる過程である。

植物や動物は、世代時間が長くて変化に時

間がかかるのに加え、細菌やウイルスと違っ

てＤＮＡ配列の複製エラーを修復する機構が

発達しているために遺伝子自体も突然変異を

起こしにくい。もちろんこのことは優秀な子

孫を残すには好都合なのだが、一方、病原体

への対抗進化という面では、どうしてもスピ

ードの遅れにつながってしまう。突然変異だ

けではとうてい病原体の攻撃に対処しきれな

いのである。

ものすごいスピードで突然変異を繰り返し

て攻撃してくる細菌やウイルスなどの病原体

に対し、長い進化の時間を通じて抗い続ける

ためには、植物も動物も、遺伝子の組み合わ



で育つ子どもにも同様の成功が約束される。

芸能界に二世がはびこるのと同じ原理か。

『西遊記』の孫悟空は、毛を抜いてはふっ

と吹いて、自分の分身を出した。セイヨウタ

ンポポもクローン種子を飛ばして分身を無数

に増やし、都会に進出したのである。

一方、在来タンポポは、虫が別の株の花粉

を運んできてくれないと結実できない。その

ため、都市化が進んで緑地面積が小さく分断

され、結婚相手も「コウノトリ」も少なくな

ると、残された株の結実率も下がり、急速に

数を減らしていった。

在来タンポポとセイヨウタンポポの交替現

象は、両者が存続をかけて戦った末に在来タ

ンポポが負けたかのように説明されることが

ある。かくいう私も「タンポポ合戦」と書い

た。だが本当のところは、在来タンポポはセ

イヨウタンポポとの直接対決に敗れたという

よりは、都市化という環境変化の波、いいか

えれば時代の波に負けたといった方がよい。

自然度の高い里山や川の土手、緑の多い公

園（たとえば小石川植物園や京都府立植物園）

などでは、いまなお在来タンポポが健在だ。

こういう場所には、広々とした草地が長年に

わたって、人の手が適度に加えられることに

よって維持されている。しかも、夏になれば

木々や草むらが繁って地面に光が届きにくく

なるような環境である。

在来タンポポには、夏になると葉を自ら枯

らす（夏眠する）性質がある。夏場に陰にな

るような草地（つまり自然度の高い環境）で

は、これは葉の呼吸によるむだなエネルギー

消費を抑えることになり、有利に働く。冬か

ら春に十分な光さえ得られれば、夏は草葉の

陰でも生活できるというわけだ。

夏眠をしないセイヨウタンポポは、一年中

かんかん照りが続くコンクリートやアスファ

ルトの空間では有利だが、自然度が高くなる

と日が当たらない葉の夏季の呼吸消費がかさ

んで逆に弱ってしまうのである。

さて、あなたのまわりでいま咲いているタ

ンポポは、どっち……？　都市の広がりとと

もに勢力を広げるセイヨウタンポポ？　それ

とも人と自然の調和の中で生きてきた在来タ

ンポポ？　そして未来の子どもたちは、どち

らの花を見て育つことになるのだろう……？

その鍵を握っているのは、自然の大切さに

気づきはじめた私たち自身である。

14

在来タンポポの真の敵
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セイヨウタンポポ コンクリートのすき間か
らもたくましく咲き出る。ヨーロッパや北海
道の牧場で一面に咲いているのもこの種類だ

タンポポの花の
茎を切り取る

両端に細かく
切り込みを入れる
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ノゲシ ノゲシの冠毛はふわふわ綿毛。耳か
き棒の綿毛を、私はつい思い浮かべてしまう

右：ヒョウタンカズラのタネ　長
さ12.5cm。グライダーのように
滑空し、100ｍ以上も飛んでいく

テイカカズラの実 野山に自生するキョウチク
トウ科のつる性常緑樹で、壁面緑化やカバープ
ランツの用途で栽培もされる。夏に咲く花は香
り高い。長さ10cmほどの実は晩秋に裂け、
輝く長い絹毛をつけたタネが風にふわりと舞う

タンポポのタネは綿毛のパラシュートを広

げ、風に乗って運ばれる。このように、風に

乗って散布される実や種子のことを、風散布

種子と呼ぶ。

風散布種子の「道具」はさまざまだ。タン

ポポやノゲシ、ガマ、ガガイモ、テイカカズ

ラ、クレマチスのように、綿毛をパラシュー

ト代わりにふわふわと空を漂うもの。

カエデ類のように実にプロペラ状の翼をつ

けたり、アキニレのようにうちわ状の翼をつ

けたりしてくるくる回転しながら飛ぶもの。

フウセンカズラのように実を膨らませて風に

ころころ転がるもの……。

ボルネオの密林に生えるつる植物の一種ヒ

ョウタンカズラ（学名アルソミトラ・マクロ

カルパ）は、ヘルメットの形をした実の底面

から、１枚また１枚とブーメラン型の薄いタ

ネを落として滑空させる。タネの翼は精巧な

グライダーの役割を果たし、水平距離にして

上：オニアザミのタネ アザミの
仲間も冠毛を持つ。豪壮な姿に見
合って、冠毛も同じキク科のタン
ポポに比べると骨太の感がある。
小石川植物園にて
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100m以上も滑空可能だという。

熱帯材としておなじみのラワンの木は、丸

くて堅い実に長さ30cmにも及ぶ2枚のプロ

ペラをつけた。樹高60mもの高みから実が

落ちるときに、これが回転翼となり、風が吹

いていれば重たい実も、ヘリコプターのよう

にくるくると回りながら遠くまで飛んでいく

ことができる。

私たちの身近にも道具を工夫している植物

がいる。ケヤキは落葉の時期を迎えても、実

がつく枝だけは葉が散らず、必ず葉と実のつ

いたまま小枝ごと散る。そして葉を翼代わり

にしてくるくる回転しながら木枯らしに舞

う。

アオギリは、実の皮が5つに裂けてボート

状になり、縁に丸い実を数個ころんと乗せて

いる。風が吹けばボートは枝からちぎれ、く

るくると回りながら親木を離れて、乗組員た

ちをそっと地面に降ろしてくれるのだ。

ヤナギランのタネ 夏にはピンクの花があふれていた山の
草原も、初霜が降りる季節には一面の銀の綿毛におおわれ
る。ヤナギランのタネは柔らかな絹毛をまとい、熟して裂
けた実からふわりと姿を見せる。一陣の風が吹きすぎると、
一斉に飛び立つタネの綿毛が日光にきらきらと輝き、それ
は美しい眺めだ。ヤナギランの英名はファイアウィード。
火事跡に真っ先に生えるという意味である
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答え：1トウカエデ　2ニワウルシ　3アキニレ　4アオギリ　5クレマチス　6ケヤキ　7フウセンカズラ
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